
○町の人口（6月１日現在）男15,211人  女15,461人  計30,672人（前月比－1）世帯数8,297世帯（前月比+11）�
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　国民宿舎「つくばね」では、今年６月から利用者に�

『そば打ち』を体験してもらっています。体験は毎週金�

曜、土曜、日曜の午後４時から６時までで、地元産の�

そば粉が持ち帰れます。また、夕食のメニューに支配�

人自ら打ったそばを新たに加え、お客様にも大変好評�

です。みなさん、つくばねで八郷の良さを再確認して�

みませんか。�

�

つくばねでそば打ち体験�
�
つくばねでそば打ち体験�
�



　
平
成
十
四
年
度
区
長
全
員
協
議
会
が
、

役
場
一
階
大
会
議
室
で
、
町
内
百
五
十
二

区
の
区
長
・
七
つ
の
自
治
会
の
会
長
と
、

町
か
ら
町
長
は
じ
め
各
課
長
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
協
議
会
で
は
、
ま
ず
、
二
年
以
上
区
長

と
し
て
町
と
地
区
の
連
絡
役
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
、
こ
の
ほ
ど
退
職
さ
れ
た
二

十
六
名
の
区
長
さ
ん
に
、
感
謝
状
と
記
念

品
が
町
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
町

長
が
平
成
十
四
年
度
の
予
算
概
要
な
ど
を

説
明
し
、
区
長
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。�

　
執
行
部
の
職
員
紹
介
の
後
、
櫻
井
教
育

長
の
司
会
進
行
で
各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
た
質
問
に
、
町
長
及
び
各
担
当
課
長

が
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
全
員
協
議
会
終
了
後
区
長
会
連

合
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
予
算

や
事
業
計
画
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。�

�

●
感
謝
状
を
受
け
た
退
職
区
長�

▽
柿
岡
地
区
　
櫻
井
利
一
（
館
）�

▽
小
幡
地
区
　
上
田
憲
治
（
里
）
・
藤
田
賢

四
郎
（
一
之
沢
）�

▽
葦
穂
地
区
　
田
中
勝
種
（
小
屋
）
・
阿
曽

尾
博
幸
（
瓜
谷
）
・
本
図
孝
（
北
郷
）�

▽
恋
瀬
地
区
　
青
木
昭
光
（
北
浦
）
・
森
田

安
信
（
古
館
）
・
入
江
清
（
荒
宿
）
・
佐
藤

健
三
（
上
宿
）
・
上
野
治
男
（
本
町
）
・
藤

田
新
一
（
中
戸
中
坪
）・
萩
原
薫
（
半
久
）
・

寺
門
信
行
（
小
見
第
二
）�

▽
園
部
地
区
　
島
田
哲
男
（
南
山
崎
）
・
長

谷
川
大
洋
（
山
根
）・
杉
崎
実
（
小
堀
）
・
藁

谷
健
二
（
東
宝
ラ
ン
ド
）
・
田
山
清
明
（
鶴

沼
）
・
白
田
一
夫
（
塚
原
）
・
日
出
山
和
夫

（
富
士
ハ
イ
ラ
ン
ド
）�

▽
林
地
区
　
金
敷
美
佐
男
（
根
小
屋
）
・
櫻

井
弘
（
大
関
）・
市
塚
義
則
（
片
岡
本
田
）
・

平
文
雄
（
浦
須
）
・
小
菅
正
男
（
上
林
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】�

⑵

　
五
月
十
七
日
、
役
場
会
議
室
で
区
長
の
皆
さ
ん
と
、
町
執
行
部
と
の
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
先
立
ち
、
二
年
以
上
区
長
を
務
め
退
職
さ

れ
た
区
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
協
議
会
で
は
、
町
長
が
今
年
度
に
重
要
施
策
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
各
地

区
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
質
問
に
、
各
担
当
課
長
が
回
答
し
ま
し
た
。�

●
区
長
全
員
協
議
会�

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に�

　
　
　
　
　
　
　
地
域
か
ら
の
要
望�

　
平
成
十
四
年
度
区
長
会
連
合
会
の
役
員
は�

次
の
方
々
で
す
。�

会
　
　
長
　  

櫻
　
井
　
量
一
郎
（
小
幡
）�

副

会

長
　  

大
久
保
　
真
之
佐
（
柿
岡
）�

 

　
〃    

　
　
岩
　
田
　
定
　
治
（
小
桜
）�

委

員

長
　  

白
　
田
　
龍
　
滋
（  

林  

）�

副
委
員
長
　  

郡
　
司
　
米
　
三
（
恋
瀬
）�

 

　
〃      

　  

山
　
田
　
　
　
保
（
園
部
）�

監
　
　
事
　  

野
　
村
　
正
　
一
（
葦
穂
）�

 

　
〃     

　  

櫻
　
井
　
仁
　
博
（
瓦
会
）�

       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】�

区
長
連
合
会
役
員�

�



柿
岡
地
区�

▽
萩
原
重
信（
新
地
）
▽
鯉
渕
　
松（
荒�

宿
）
▽
鈴
木
健
就
（
西
町
）
▽
金
澤
大�

典
（
寺
田
）
▽
富
田
文
治
（
旭
町
）
▽�

松
信
一
男
（
上
宿
）
▽
大
久
保
真
之
佐�

（
仲
町
）
▽
菊
地
武
雄
（
新
宿
）
▽
櫻�

井
修
二
（
北
町
）
▽
土
田
廣
志
（
内
宿
）�

▽
川
井
忠
（
下
宿
）
▽
小
松
崎
貞
男

（
館
）
▽
徳
本
哲
男（
研
究
所
）
▽
刈
部

一
太
郎
（
八
重
）
▽
菊
地
始
四
郎
（
長

堀
）
▽
瀧
田
俊
夫
（
高
友
）
▽
菊
地
健

一
（
金
指
）
▽
綿
引
善
次
郎
（
片
野
上

宿
）
▽
江
畑
克
夫
（
片
野
下
宿
）
▽
渡

辺
光
右
衛
門
（
片
野
横
町
）
▽
竹
上
俊

一
（
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
）
　
　
　
　
　
　

　
　
　�

小
幡
地
区�

▽
今
橋
常
夫
（
十
三
塚
）
▽
廣
瀬
照
美�

（
里
）
▽
上
田
茂
（
稲
子
）
▽
中
上
章�

（
湯
袋
）
▽
鈴
木
誠
（
一
之
沢
）
▽
岡

本
忠
（
香
取
）
▽
井
坂
新
一
（
細
内
）

▽
加
藤
恵
一（
上
宿
）
▽
櫻
井
敬
文（
中

宿
）
▽
戸
下
量
一
（
下
宿
）
▽
鬼
澤
健

次
郎
（
堀
之
内
）
▽
塚
本
操
（
横
町
）

▽
岩
本
俊
雄（
須
釜
）
▽
廣
瀬
恒
雄（
石

沢
）
▽
潮
田
芳
雄
（
細
谷
）
▽
櫻
井
量

一
郎
（
上
青
柳
）
▽
梶
山
二
夫
（
下
青

柳
西
）
▽
高
橋
和
夫
（
下
青
柳
東
）
▽

青
木
正
一（
原
押
越
）
▽
中
島
久
賢（
加

生
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

葦
穂
地
区�

▽
堤
久
雄
（
狢
内
）
▽
野
村
正
一
（
鯨�

岡
第
一
）
▽
三
輪
三
佐
男
（
鯨
岡
第

二
）
▽
寺
門
一
美
（
小
山
田
）
▽
井
川

忠
雄
（
上
山
）
▽
足
立
進
一
（
小
屋
）

▽
足
立
喜
作
（
山
居
上
寺
）
▽
成
田
常

三
郎（
上
曽
）
▽
武
川
良
雄
（
北
之
内
）

▽
臼
井
陸
蔵
（
新
田
）
▽
石
田
豊
（
小

倉
）
▽
神
生
恭
利
（
瓜
谷
）
▽
岡
野
敏

夫
（
小
久
保
）
▽
齋
藤
榮
（
北
郷
）
▽

本
図
利
男（
辻
）
▽
坂
本
克
己
（
上
根
）

▽
野
口
武
雄
（
籠
田
）
▽
鈴
木
榮
（
小

倉
向
）�

�

恋
瀬
地
区�

▽
竹
林
忠
一（
板
敷
）
▽
福
島
元
一（
北�

浦
）
▽
岡
本
勇（
古
館
）
▽
青
木
昇（
荒

宿
）
▽
田
村
正
夫
（
上
宿
）
▽
潮
田
敞�

（
本
町
）
▽
岩
田
金
治
（
金
ヶ
沢
）
▽

宇
田
雅
嘉
（
細
内
）
▽
友
部
宣
治
（
仲

内
）
▽
木
村
清（
和
内
）
▽
廣
瀬
薫（
太

田
第
一
）
▽
廣
瀬
仁
平
（
太
田
第
二
）

▽
郡
司
米
三
（
中
戸
向
坪
）
▽
中
澤
清

春
（
中
戸
中
坪
）
▽
比
氣
重
日
古
（
半

久
）
▽
高
野
春
生
（
小
見
第
一
）
▽
藤

岡
忠
夫
（
小
見
第
二
）
　
　
　
　�

�

瓦
会
地
区�

▽
浅
野
忠
（
瓦
会
上
宿
）
▽
谷
島
幹
雄�

（
瓦
会
下
宿
）
▽
川
田
元
一
（
両
桁
山�

寺
）
▽
原
田
輝
一
（
石
野
）
▽
島
田
信�

則
（
下
三
郷
）
▽
永
瀬
徳
範
（
宇
治
会�

第
一
）
▽
菅
原
治
（
宇
治
会
第
二
）
▽�

市
村
正
直（
弓
張
）
▽
杉
山
健（
部
原
）�

▽
野
口
祐
男（
野
田
）
▽
國
谷
俊
夫（
佐�

久
）
▽
櫻
井
仁
博
（
小
塙
）
▽
櫻
井
文�

善
（
西
幡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

園
部
地
区�

▽
成
田
茂
夫
（
柴
間
）
▽
山
田
保
（
宿�

山
崎
）
▽
飯
田
博
（
南
山
崎
）
▽
山
里

力
夫
（
園
西
）
▽
吉
成
美
智
夫
（
パ
セ

オ
パ
ル
ケ
）
▽
大
槻
栄
一
（
張
間
）
▽�

長
谷
川
茂（
竹
の
内
）
▽
大
槻
英
之（
宮

ヶ
崎
）
▽
菅
谷
宗
市
（
新
谷
）
▽
永
井

俊
郎
（
上
郷
）
▽
長
谷
川
稔
（
山
根
）

▽
長
谷
川
光
宏
（
小
堀
）
▽
関
本
新
一�

（
真
家
）
▽
土
師
忠
雄
（
郷
中
）
▽
真�

家
巌
（
真
家
宿
）
▽
友
部
孝
四
郎
（
園

中
）
▽
岡
野
信
夫
（
白
幡
）
▽
野
口
久

信
（
東
山
崎
）
▽
稲
田
信
五
（
向
原
）

▽
床
枝
廣
志（
陣
場
）
▽
久
保
田
進（
西

久
保
）
▽
皆
川
三
千
男
（
西
原
）
▽
鬼

澤
靖（
東
宝
ラ
ン
ド
）
▽
菱
沼
弘
志（
東

成
井
上
坪
）
▽
伊
勢
山
真
一
（
東
成
井

中
坪
）
▽
千
葉
芳
光
（
東
成
井
下
坪
）

▽
真
原
一
夫（
長
原
）
▽
鶴
井
辰
雄（
鶴

沼
）
▽
塚
原
信
義
（
塚
原
）
▽
飯
島
佐

助
（
永
沼
第
一
）
▽
仲
野
谷
昭
一
（
永

沼
第
二
）
▽
吉
田
東
（
富
士
ハ
イ
ラ
ン�

ド
）
◇
自
治
会
▽
飯
塚
正
吾
（
新
成
自�

治
会
）
▽
奥
輝
男
（
張
間
自
治
会
）
▽

平
野
富
美
子
（
沓
形
自
治
会
）
▽
松
尾�

育
造（
駒
庭
自
治
会
）
▽
宮
本
千
広（
南�

山
崎
第
一
）
▽
鈴
木
利
明
（
山
崎
自
治

会
）
▽
高
橋
啓
二
（
花
の
郷
自
治
会
）

　
　�

林
地
区�

▽
矢
口
寛（
根
小
屋
）
▽
櫻
井
正
夫（
大

関
）
▽
加
藤
民
雄
（
下
林
）
▽
市
村
茂

雄
（
飯
塚
）
▽
櫻
井
一
夫
（
戸
の
内
第

一
）
▽
白
田
龍
滋
（
戸
の
内
第
二
）
▽

佐
藤
征
男
（
戸
の
内
第
三
）
▽
今
野
誠

一
（
戸
の
内
第
五
）
▽
菊
地
信
太
郎�

（
里
）
▽
島
田
久
雄（
嘉
良
寿
理
）
▽
萩

原
冽
（
片
岡
本
田
）
▽
市
塚
　
（
片
岡

北
部
）
▽
大
久
保
正
一
（
浦
須
）
▽
高

橋
正
躬
（
上
林
）
▽
萩
原
長
（
前
島
）

　�小
桜
地
区�

▽
島
田
一
夫
（
半
田
東
部
）
▽
岩
田
定�

治
（
半
田
中
部
）
▽
関
幸
治
（
半
田
西�

部
）
▽
木
村
規
矩
（
川
又
東
部
）
▽
前�

島
伊
勢
松
（
川
又
西
部
）
▽
前
島
光
男�

（
川
又
南
部
）
▽
菱
沼
秀
雄
（
月
岡
向�

坪
）
▽
矢
口
福
進
（
月
岡
本
田
）
▽
関�

和
吉
（
青
田
）
▽
松
崎
忠
（
弓
弦
）
▽�

関
博
（
柴
内
）
▽
松
延
貞
二
（
辻
）
▽�

小
澤
寔
（
菖
蒲
沢
）
▽
鴻
巣
彰
（
小
野

越
）
▽
酒
井
洪
（
仏
生
寺
）
▽
寺
田
裕

行
（
中
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

 

　
　
　        

　 

　 

　  

【
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称
略
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区長全員協議会�

平成14年度の区長さんを紹介します。�平成14年度の区長さんを紹介します。�
　平成14年度に地区の代表として、まちづくりのご協力�

いただきます152の行政区の区長さんと、７つの自治会の�

会長さんを紹介します。�



����

柿
岡
地
区�

●
信
号
機
設
置
に
つ
い
て�

　
　
片
野
地
区
の
県
道
土
浦
・
笠
間
線�

と
新
設
さ
れ
た
町
道
１
４
４
３
号
線
の�

交
差
点
に
信
号
機
を
設
置
し
て
い
た
だ�

き
た
い
。�

答
　
総
務
課
長
　
昨
年
、
地
元
片
野
の�

区
長
よ
り
設
置
の
要
望
が
あ
り
、
石
岡�

警
察
署
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す�

が
、
県
公
安
委
員
会
で
は
、
町
道
の
全�

線
供
用
開
始
に
あ
わ
せ
て
設
置
す
る
考�

え
方
の
よ
う
で
す
。�

　
し
か
し
現
在
部
分
供
用
し
、
多
く
の�

方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
見
通
し
の�

良
い
交
差
点
で
す
が
、
危
険
性
が
多
分�

に
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
石�

岡
警
察
署
に
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。�

���������

●
町
職
員
の
名
札
着
用
に
つ
い
て�

　
　
町
職
員
に
公
務
中
は
、
課
名
と
氏�

名
も
表
記
し
た
名
札
を
着
用
さ
せ
て
ほ�

し
い
。�

����

答
　
秘
書
広
聴
課
長
　
職
員
の
名
札
の�

着
用
に
つ
い
て
は
、
注
意
を
促
し
て
い�

ま
す
が
、
着
用
し
て
い
な
い
職
員
が
お�

り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
名
札
着
用
の�

徹
底
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま�

す
。
ま
た
、課
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
、�

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す�

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�
小
幡
地
区�

●
県
道
に
側
溝
の
設
置
に
つ
い
て�

　
　
香
取
地
内
、
県
道
月
岡
・
真
壁
線�

の
側
溝
が
未
整
備
の
区
間
は
、
雨
で
道�

路
が
冠
水
し
、
通
学
や
地
域
住
民
の
生�

活
に
不
便
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
側
溝�

の
設
置
を
早
急
に
県
へ
要
望
さ
れ
ま
す�

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

答
　
建
設
課
長
　
早
期
に
整
備
さ
れ
る�

よ
う
県
に
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

●
県
道
の
改
修
工
事
に
つ
い
て�

　
　
一
之
沢
地
内
の
県
道
月
岡
・
真
壁

線
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
町�

に
要
望
し
、
県
に
は
す
で
に
要
望
書
を�

提
出
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
進�

捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。�

答
　
建
設
課
長
　
県
の
事
業
と
し
て
採�

択
さ
れ
、
平
成
十
三
年
度
に
は
用
地
の�

測
量
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年�

度
、
県
で
は
測
量
と
補
償
関
係
等
の
調�

査
を
行
い
、
地
権
者
の
方
々
へ
の
説
明�

会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う�

で
す
。�

�

葦
穂
地
区�

●
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て�

　
　
鯨
岡
地
内
の
小
山
田
入
口
付
近

に
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
を
横
断
す
る
た

め
の
横
断
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。�

答
　
総
務
課
長
　
児
童
・
生
徒
の
通
学�

路
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
全
確
保
の�

た
め
石
岡
警
察
署
に
設
置
の
要
望
を
し�

ま
す
。�

�������

●
新
設
さ
れ
る
道
路
に
つ
い
て�

　
　
小
屋
地
内
か
ら
園
部
地
区
柴
間
地�

内
ま
で
の
新
設
さ
れ
る
道
路
計
画
の
進�

捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。�

答
　
農
政
課
長
　
現
在
、
田
園
交
流
基�

盤
整
備
事
業
で
実
施
す
る
た
め
認
可
申�

請
中
で
す
。
認
可
さ
れ
し
だ
い
地
権
者�

の
方
へ
の
説
明
会
を
行
い
、
基
本
測
量�

等
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

恋
瀬
地
区�

●
道
路
整
備
状
況
に
つ
い
て�

　
　
大
増
板
敷
地
内
の
道
路
整
備
状
況�

と
、
道
祖
神
峠
の
ト
ン
ネ
ル
化
に
つ
い�

て
町
の
対
応
を
お
伺
い
し
ま
す
。�

答
　
建
設
課
長
　
大
増
板
敷
地
内
の
道�

路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
が
数
年�

前
よ
り
用
地
買
収
等
の
交
渉
を
行
っ
て�

い
ま
す
。�

　
道
祖
神
峠
の
ト
ン
ネ
ル
化
に
つ
い
て�

は
、
笠
間
市
・
八
郷
町
・
新
治
村
・
つ�

く
ば
市
・
土
浦
市
で
組
織
を
つ
く
り
要�

望
し
て
い
ま
す
が
、
県
は
朝
日
ト
ン
ネ�

ル
の
開
通
後
に
実
施
す
る
考
え
で
す
。�

開
通
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思�

い
ま
す
。�

●
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

　
　
市
町
村
合
併
パ
タ
ー
ン
公
表
後
の�

各
地
域
で
の
反
応
、
評
価
、
今
後
の
取�

り
組
み
と
見
通
し
に
つ
い
て
お
伺
い
し�

ま
す
。�

答
　
企
画
課
長
　
合
併
パ
タ
ー
ン
と
し�

て
県
か
ら
第
一
案
と
し
て
「
将
来
め
ざ�

す
べ
き
合
併
パ
タ
ー
ン
」
八
郷
町
・
千�

代
田
町
・
石
岡
市
・
玉
里
村
・
小
川
町
・�

美
野
里
町
の
六
市
町
村
案
と
、
第
二
案�

と
し
て
「
段
階
的
に
気
運
醸
成
を
は
か�

る
べ
き
合
併
パ
タ
ー
ン
」
八
郷
町
・
千�

代
田
町
・
石
岡
市
・
玉
里
村
の
四
市
町�

村
案
の
二
つ
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
公
表�

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
と
は
別
に
、土
浦
市
・
石
岡
市
・

霞
ヶ
浦
町
・
千
代
田
町
・
新
治
村
・�

八
郷
町
・
玉
里
村
・
美
野
里
町
・
小
川�

町
・
阿
見
町
の
十
市
町
村
で
構
成
し
て�

い
る
土
浦
・
石
岡
地
方
広
域
市
町
村
圏�

協
議
会
の
平
成
十
三
年
七
月
三
日
に
開�

催
さ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
土
浦�

市
・
石
岡
市
・
霞
ヶ
浦
・
千
代
田
町
・�

新
治
村
・
八
郷
町
の
六
市
町
村
で
市
町�

村
合
併
懇
話
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。�

平
成
十
三
年
七
月
十
九
日
付
け
で
こ
の�

六
市
町
村
で
市
町
村
合
併
ケ
ー
ス
ス
タ�

デ
ィ
事
業
を
申
請
し
、
合
併
に
向
け
て�

の
調
査
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　�

　
ま
た
、
町
と
し
て
も
平
成
十
三
年
二�

月
十
五
日
に
広
域
合
併
研
究
会
（
町
職�

員
）
を
設
置
し
、
職
員
に
対
し
合
併
に�

関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
講
演�

会
等
へ
の
参
加
を
行
い
ま
し
た
。�

　
今
後
の
取
り
組
み
と
見
通
し
に
つ
い�

て
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
が�

合
併
特
例
法
の
期
限
に
な
り
ま
す
の
で
、�

今
年
度
に
任
意
合
併
協
議
会
の
設
置
、�

法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
等
を
考
え
て�

お
り
ま
す
。�

　
五
月
中
に
町
民
の
方
々
二
十
歳
代
か�

ら
七
十
歳
代
以
上
の
各
年
代
別
千
人
を�

無
作
為
に
抽
出
し
、
合
計
六
千
人
を
対�

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し�

ま
す
。�

　
ま
た
、
広
報
紙
等
に
よ
る
合
併
に
向�

か
っ
て
の
啓
蒙
、
啓
発
に
努
め
て
行
き�

た
い
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、�

市
町
村
合
併
懇
話
会
に
お
い
て
ケ
ー
ス�

ス
タ
デ
ィ
事
業
を
実
施
し
た
土
浦
市
・�

石
岡
市
・
霞
ヶ
浦
町
・
千
代
田
町
・
新�

治
村
・
八
郷
町
で
の
合
併
、介
護
保
険
、�

消
防
、
ゴ
ミ
処
理
等
の
新
治
広
域
事
務�

組
合
を
重
視
し
た
、
八
郷
町
・
千
代
田�

町
・
霞
ヶ
浦
町
・
新
治
村
の
四
町
村
で�

の
合
併
、
そ
の
他
の
合
併
パ
タ
ー
ン
を�

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�
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瓦
会
地
区�

●
町
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

　
　
瓦
会
地
区
に
大
規
模
養
鶏
場
が
計�

画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
悪
臭
や
、
羽
毛�

の
飛
散
等
で
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
こ�

と
や
、
周
辺
の
小
中
学
校
に
衛
生
上
重�

大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ�

れ
る
た
め
反
対
運
動
を
し
て
い
ま
す
。�

町
に
大
規
模
養
鶏
場
建
設
に
対
す
る
条�

例
の
早
急
な
制
定
を
要
望
し
ま
す
。�

答
　
保
健
衛
生
課
長
　
開
発
行
為
で
何�

ら
か
の
規
制
が
で
き
な
い
か
検
討
し
ま�

し
た
が
、
こ
の
区
域
は
農
業
振
興
地
域�

内
で
、
農
業
施
設
等
の
設
置
に
は
、
開�

発
行
為
の
規
制
が
除
外
さ
れ
ま
す
。
そ�

こ
で
、
町
と
し
て
何
ら
か
の
対
応
策
を�

考
え
た
場
合
、
公
害
防
止
条
例
を
策
定�

し
て
の
規
制
で
の
対
応
し
か
あ
り
え
な�

い
と
し
、
六
月
定
例
議
会
に
向
け
て
現�

在
策
定
作
業
中
で
す
が
、
こ
の
条
例
で�

直
ち
に
該
当
施
設
の
建
設
を
く
い
止
め�

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
の
が
主�

旨
で
す
。
従
っ
て
該
当
施
設
の
建
設
に�

あ
た
っ
て
は
、
少
し
で
も
地
域
の
不
安�

解
消
を
図
る
意
味
か
ら
、
進
出
に
対
し�

て
の
厳
し
い
規
制
基
準
等
を
含
ん
だ
条�

例
の
基
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
精
一�

杯
な
の
で
は
な
い
の
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
、
住
民
へ
の
周
知
徹
底
期
間
が
お

よ
そ
六
カ
月
間
必
要
と
し
ま
す
の
で
、

制
定
さ
れ
て
も
即
機
能
す
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

●
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て�

　
　
民
有
地
に
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場�

合
、
土
地
所
有
者
が
処
理
す
る
に
は
限�

界
が
あ
る
上
危
険
が
伴
い
ま
す
。
一
歩�

進
ん
だ
改
善
策
を
検
討
願
い
ま
す
。�

答
　
保
健
衛
生
課
長
　
民
有
地
の
不
法�

投
棄
処
分
に
つ
い
て
は
、
法
云
々
と
言�

う
こ
と
で
は
な
く
、
全
て
対
応
す
る
と�

な
る
と
、
際
限
が
な
く
な
り
、
対
応
し�

き
れ
な
い
状
況
か
ら
、
地
区
の
一
斉
清�

掃
時
等
に
処
理
す
る
こ
と
で
お
願
い
で�

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
家
電
四
品
目
以�

外
の
物
に
つ
い
て
は
町
に
連
絡
し
、
環�

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
し
て
い�

た
だ
け
れ
ば
無
料
で
処
理
で
き
ま
す
。�

家
電
四
品
目
は
処
理
料
が
か
か
り
ま
す�

が
、
一
斉
清
掃
等
の
と
き
に
出
た
物
の�

み
、
町
で
負
担
し
て
処
理
し
た
い
と
考�

え
て
お
り
ま
す
。�

�

園
部
地
区�

●
国
道
３
５
５
号
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開�

通
に
つ
い
て�

　
　
石
岡
か
ら
東
成
井
地
内
ま
で
は
バ�

イ
パ
ス
が
開
通
し
大
変
便
利
に
な
り
ま�

し
た
が
、
未
開
通
区
間
の
着
工
時
期
を�

お
伺
い
し
ま
す
。�

答
　
建
設
課
長
　
今
年
度
は
、
延
長
約�

二
百
㍍
の
工
事
と
、
常
磐
線
を
越
え
る�

跨
線
橋
の
詳
細
設
計
、
用
地
買
収
を
行�

う
予
定
で
す
。�

●
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て�

　
　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
、
以
前
よ
り�

も
少
な
く
な
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、�

ま
だ
散
乱
し
て
い
る
現
状
で
す
。
不
法�

投
棄
を
監
視
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ�

ア
を
募
り
地
区
内
を
巡
回
す
る
ば
不
法�

投
棄
も
減
る
と
思
い
ま
す
。�

答
　
保
健
衛
生
課
長
　
平
成
十
年
度
ま�

で
県
の
補
助
事
業
と
し
て
、
不
法
投
棄�

監
視
員
を
設
置
し
対
応
し
て
き
ま
し
た�

が
い
た
ち
ご
っ
こ
の
状
況
で
す
。
希
望�

者
を
募
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
不
法
投�

棄
監
視
員
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大�

変
あ
り
が
た
い
ご
提
案
で
す
が
、
現
状�

で
は
、
希
望
者
を
集
る
の
は
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
当
面
は
、
不
法
投
棄
監

視
員
制
度
を
復
活
さ
せ
対
応
し
て
い
く

こ
と
で
検
討
中
で
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

�

林
地
区�

●
ゴ
ル
フ
場
賃
借
料
の
納
税
申
告
に
つ�

い
て�

　
　
ゴ
ル
フ
場
の
賃
借
料
遅
延
に
伴

い
、
収
入
が
な
い
の
に
納
税
申
告
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
申
告
時
に
担
当

者
の
説
明
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
統

一
し
た
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
賃
借
料
が
遅
延
し
て
お
り
ま�

す
が
、
行
政
か
ら
何
ら
か
の
指
導
は
で�

き
な
い
も
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。�

答
　
税
務
課
長
　
ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
賃�

貸
収
入
は
、
契
約
に
基
づ
く
不
動
産
収�

入
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
税
務
署
に
確

認
し
、
た
と
え
支
払
い
の
遅
れ
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
支
払
い
が
あ
っ
た
も
の

と
し
て
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
統
一
さ
れ

た
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
多
く

の
受
付
を
何
ヶ
所
か
で
行
っ
た
の
で
、

説
明
に
行
き
違
い
が
あ
っ
た
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
回
の
賃
貸
料
に
限
ら
ず
、

給
料
等
な
ど
対
等
な
立
場
の
契
約
に
基

づ
く
以
上
、
権
利
を
放
棄
す
る
か
、回
収

す
る
の
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
ら
な
い
限
り
、
税
法
上
当
然
も

ら
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
収
入
と
な
る

年
度
は
契
約
の
支
払
日
に
よ
り
決
ま
り

ま
す
。
現
在
未
収
入
の
理
由
で
申
告
を

し
な
か
っ
た
方
々
に
は
、申
告
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
事
務
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

答
　
企
画
課
長
　
ゴ
ル
フ
場
開
発
に
関�

す
る
協
定
書
が
あ
り
ま
す
が
、
防
災
上�

の
取
り
決
め
が
主
な
内
容
で
賃
借
料
に

関
し
て
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
借

料
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
会
等
が
組
織

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、地
権
者

会
と
会
社
側
と
で
話
し
合
い
に
よ
り
解

決
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

●
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て�

　
　
平
成
十
四
年
度
か
ら
の
下
水
道
実�

施
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。�

��������

答
　
下
水
道
課
長  

今
年
十
月
に
柿
岡�

市
街
・
片
野
・
金
指
・
小
幡
地
区
・
林�

地
区
の
整
備
済
区
域
（
公
共
マ
ス
が
設�

置
さ
れ
て
い
る
区
域
）
を
一
部
供
用
開�

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
林
地
区
で
は
根�

小
屋
・
下
林
の
一
部
が
該
当
し
ま
す
が
、�

未
整
備
の
浦
須
・
前
島
・
上
林
・
戸
の�

内
地
内
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
三�

ヶ
年
位
か
け
て
整
備
し
、
随
時
供
用
さ�

せ
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
六
月�

か
ら
八
月
に
か
け
て
整
備
済
区
域
内
の�

皆
さ
ま
に
、
供
用
開
始
前
の
説
明
会
を�

行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

�

小
桜
地
区�

●
道
路
改
良
舗
装
工
事�

　
　
川
又
西
部
か
ら
東
部
地
内
の
継
続�

工
事
と
し
て
、
旧
笠
間
営
林
署
事
務
所�

地
先
学
校
通
学
路
ま
で
の
道
路
改
良
舗�

装
工
事
を
要
望
し
ま
す
。�

答
　
建
設
課
　
こ
の
道
路
は
、
集
落
間�

の
連
絡
道
路
と
し
て
便
利
に
な
る
と
思�

い
ま
す
が
、
地
権
者
の
ご
協
力
と
転
作�

の
集
落
達
成
が
な
け
れ
ば
実
施
で
き
ま�

せ
ん
。�

●
道
路
側
溝
の
整
備
に
つ
い
て�

　
　
小
桜
郵
便
局
か
ら
辻
交
差
点
間
の�

月
岡
地
内
の
道
路
側
溝
整
備
を
要
望
し�

ま
す
。こ
の
道
路
は
通
学
路
で
す
の
で
、�

至
急
整
備
を
要
望
し
ま
す
。�

答
　
建
設
課
長
　
側
溝
設
置
の
要
望
は
、�

各
地
区
か
ら
多
く
出
さ
れ
て
い
る
現
状�

な
の
で
、
順
次
予
算
の
範
囲
内
で
整
備�

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

⑸

問�

問�問�

問�

問�

問�問�

問�

区長全員協議会�



⑹

★
な
ぜ
、
合
併
が
必
要
な
の
で
し
ょ�

う
か
？�

�

◎
多
様
化
・
高
度
化
す
る
需
要
に
対
す
る
市
町
村

の
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
私
た
ち
の
生
活
圏
は
、
交
通
通
信
網
の
発
達
な

ど
に
よ
り
、
市
町
村
の
枠
を
越
え
飛
躍
的
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
今
の
ま
ま
で
の
市
町
村
区
域
で
は
、

生
活
圏
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
難
し
く
な
っ
て

お
り
、
市
町
村
の
枠
を
越
え
た
広
域
的
な
ま
ち
づ

く
り
や
施
策
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
年
々
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。�

�

◎
市
町
村
の
行
財
政
基
盤
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
地
方
交
付
税
の
減
額
や
人
口
減
少
に
よ
る
税
収

の
伸
び
悩
み
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
市
町
村
の
財
政

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。�

　
今
後
、
市
町
村
が
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

人
的
・
財
政
的
な
基
盤
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
一

層
効
率
的
な
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。�

�

◎
地
方
分
権
に
よ
り
市
町
村
の
役
割
が
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
地
方
分
権
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た
め
に
は
、

市
町
村
が
自
ら
政
策
を
立
案
し
、
そ
れ
を
住
民
や

議
会
に
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
て
理
解
を
求
め
、

地
域
の
特
性
を
十
分
に
活
か
し
た
個
性
豊
か
で
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

★
合
併
の
効
果�

合
併
す
る
と
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。�

�

◎
行
財
政
の
合
理
化
・
効
率
化�

▽
　
総
務
・
企
画
等
の
管
理
部
門
の
一
元
化
に
よ

　
り
、
職
員
数
及
び
事
務
経
費
を
少
な
く
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。�

▽
　
三
役
や
議
員
、
各
種
委
員
会
の
委
員
な
ど
の

　
総
数
が
減
少
し
、
経
費
が
削
減
さ
れ
ま
す
。�

▽
　
事
務
処
理
・
サ
ー
ビ
ス
方
法
の
合
理
化
な
ど

　
に
よ
り
、
人
件
費
・
事
務
経
費
等
が
削
減
で
き

　
ま
す
。�

▽
　
市
町
村
ご
と
に
整
備
し
て
い
た
類
似
施
設
の

　
重
複
投
資
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上�

▽
　
福
祉
事
務
所
が
設
置
で
き
、
よ
り
地
域
の
実

　
情
に
あ
っ
た
福
祉
行
政
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

　
ま
す
。�

▽
　
住
民
票
の
発
行
な
ど
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
住

　
居
や
勤
務
地
の
近
く
な
ど
、
多
く
の
場
所
で
利

　
用
可
能
に
な
り
ま
す
。�

▽
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ

　
に
応
じ
た
制
度
の
拡
充
や
公
共
料
金
の
調
整
が

　
行
わ
れ
ま
す
。�

�

◎
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ�

▽
　
企
業
進
出
、
定
住
者
の
増
加
、
重
要
プ
ロ
ジ

　
ェ
ク
ト
の
誘
致
が
期
待
で
き
ま
す
。�

▽
　
企
業
等
の
求
人
活
動
へ
の
プ
ラ
ス
効
果
が
期

　
待
で
き
ま
す
。�

地
域
の
未
来
を
創
る�

市
町
村�

合
併�

●問い合わせ先　役場3階　企画課　内線1323

　
住
民
の
方
々
の
行
政
に
対
す
る
要
求
が
多
様
化
・
高
度
化
す
る
中

で
、
行
政
を
透
明
化
し
身
近
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま

っ
て
お
り
、
市
町
村
の
果
た
す
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
財
政
の
強
化
、
さ

ら
に
は
合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
市
町
村
合

併
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。�



⑺

◎
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り�

▽
　
市
町
村
が
別
々
に
整
備

　
し
て
い
た
道
路
、
福
祉
・

　
文
化
施
設
な
ど
の
公
共
施

　
設
を
生
活
の
実
態
に
合
わ

　
せ
て
、
一
体
的
・
効
率
的

　
に
整
備
で
き
る
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。�

▽
　
旧
市
町
村
界
を
越
え
た
見
直
し
に
よ
り
、
生

　
活
圏
に
合
っ
た
小
中
学
校
区
の
設
定
が
可
能
に

　
な
り
ま
す
。�

▽
　
環
境
問
題
、
観
光
振
興
な
ど
広
域
的
な
調
整

　
を
必
要
と
す
る
施
策
が
効
率
的
に
展
開
で
き
ま

　
す
。�

�

　
国
で
は
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
推
進
す
る

た
め
「
合
併
特
例
法
」
に
よ
る
様
々
な
特
例
や
財

政
支
援
措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受

け
る
に
は
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合

併
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

�

★
合
併
の
課
題
及
び
対
応
策�

　
合
併
す
る
場
合
次
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　�

�

◎
役
場
が
遠
く
な
り
不
便
に
な
る
の
で
は
？�

▽
　
現
在
の
役
場
を
支
所
や
出
張
所
な
ど
と
し
て

　
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
に
対
す
る

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。�

▽
　
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
住
民
票
の
写
し
を
と
る

　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
窓
口
を
公
共
施
設
に
増

　
設
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。�

�

��������

◎
地
域
の
声
が
反
映
さ
れ
な
く
な
る
の
で
は
？�

▽
　
モ
ニ
タ
ー
制
度
や
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
聞

　
く
機
会
を
設
け
る
な
ど
広
報
広
聴
制
度
を
よ
り

　
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
一
つ
の
方
策
で
す
。�

▽
　
合
併
後
の
施
策
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
意

　
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
「
地
域
審
議

　
会
」
を
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

◎
周
辺
部
が
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
？�

▽
　
合
併
前
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な

　
が
ら
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

　
進
め
て
い
く
か
を
話
し
合
い
、
中
心
部
だ
け
で

　
は
な
く
周
辺
部
に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
ま
ち
づ

　
く
り
の
計
画
（
市
町
村
建
設
計
画
）
を
つ
く
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▽
　
建
設
計
画
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
議

　
員
の
定
数
・
在
任
期
間
の
特
例
や
地
域
審
議
会

　
な
ど
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

◎
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で
は
？�

▽
　
合
併
前
の
市
町
村
間
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水

　
準
、
水
道
料
金
等
の
公
共
料
金
が
異
な
り
ま
す

　
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
関
係
市
町
村
で
協
議

　
し
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
高
い
方
に
、
負
担
は
低

　
い
方
に
調
整
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。�

◎
地
域
の
特
徴
や
個
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
？�

▽
　
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
と
い
っ
た
も
の

　
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
新
し
い
ま
ち
の
特

　
性
を
つ
く
り
、
貴
重
な
財
産
と
し
て
守
る
こ
と

　
が
重
要
で
す
。�

▽
　
合
併
を
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
見
直
す
機
会

　
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

�

◎
財
政
力
に
差
が
あ
る
場
合
は
、
合
併
の
効
果
が

不
公
平
に
な
る
の
で
は
？�

▽
　
財
政
力
の
高
い
市
町
村
で
も
行
財
政
の
合
理

　
化
・
効
率
化
、
行
政
能
力
の
向
上
な
ど
の
効
果

　
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
格
差
を
是
正
す
る

　
た
め
の
財
政
上
の
支
援
策
を
活
用
し
て
、
合
併

　
の
効
果
を
広
げ
て
い
く
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

　
重
要
で
す
。�

�

★
調
査
・
研
究�

　
近
隣
六
市
町
村
で
市
町
村
合
併
懇
話
会
を
設
立

し
、
合
併
を
想
定
し
た
調
査
・
研
究
（
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
事
業)

を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　�

　
　
　
土
浦
市
、
石
岡
市
、
霞
ヶ
浦
町�

　
　
　
千
代
田
町
、
新
治
村
、
八
郷
町�

�

◎
対
象
地
域
の
特
性�

▽
　
主
な
産
業
は
、土
浦
市
・
石
岡
市
の
商
工
業
、

　
八
郷
町
・
霞
ヶ
浦
町
の
農
業
。
　�

▽
　
六
市
町
村
合
計
で
一
、
七
八
三
億
円
も
の
借

　
入
金
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
市
町
村
も
財
政
状
況

　
が
厳
し
い
。�

▽
　
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
亀
城
公
園
、
果
樹
農

　
園
、
霞
ヶ
浦
水
族
館
な
ど
多
様
な
観
光
資
源
が

あ
る
。�

▽
　
通
勤
・
通
学
面
及
び
消
費
行
動
面
で
は
、
土

　
浦
市
へ
の
依
存
度
が
高
い
。
但
し
、
八
郷
町
に

　
つ
い
て
は
石
岡
市
へ
の
依
存
度
が
高
い
。�

▽
　
ご
み
処
理
や
消
防
・
介
護
保
険
な
ど
は
、
新

　
治
地
方
広
域
事
務
組
合
の
役
割
が
大
き
い
。�

�

◎
六
市
町
村
の
合
併
規
模
（
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
）�

人
口
：
二
十
七
万
二
、
四
五
四
人
　�

　
　
　
　
　
　
　
水
戸
市
を
上
回
り
県
内
一
位�

面
積
：
四
百
四
十
五
・
九
七
平
方
㌔
㍍�

　
　
大
子
町
、
つ
く
ば
市
を
上
回
り
県
内
一
位�

�

◎
ま
ち
づ
く
り
構
想
　
―
地
域
の
将
来
像
―�

歴
史
・
文
化
・
自
然
を
活
か
し
た
交
流
都
市
　
　

　
土
浦
・
石
岡
、
２
つ
の
都
市
核
を
持
つ
県
南
最�

　
大
の
歴
史
文
化
都
市�

都
市
と
田
園
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
調
和
す
る
快
適

環
境
地
域�

　
筑
波
山
・
霞
ヶ
浦
、
２
つ
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
を

　
持
つ
、
関
東
屈
指
の
自
然
型
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
ン
地
域�

広
域
交
通
を
活
か
し
た
新
産
業
の
集
積
地�

　
百
里
飛
行
場
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
な
ど
、

　
周
辺
に
新
た
な
広
域
交
通
が
整
備
さ
れ
る
地
域�

�

◎
削
減
で
き
る
経
費�

　
　
合
併
当
初
の
平
成
十
七
年
度
か
ら
六
年
間

　
で
、
人
件
費
は
約
七
十
四
億
円
、
総
務
費
は
約

　
十
三
億
円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。�

�



⑻

生活支援事業�
◎ホームヘルパー派遣　　料金：時間サービス内容で負担�

　　介護保険による訪問介護を利用できない一人暮らし老人への援助や交通機関を利用することが困難な一人暮らし老人

　および老人のみの世帯の者が医療機関などへ出かける場合などの援助を行ないます。�

◎日常生活用具の貸与　　料金：無料�

　　おおむね65歳以上の寝たきり老人等で、所得税非課税世帯の方を対象に、ギャッジベット・車いすなどの貸し出しを

　行ないます。�

◎高齢者住宅リフォーム事業　　限度額：30万円�

　　介護が必要な高齢者が居住する住宅を高齢者に適応するような改造をするための工事に要する費用の一部を補助します。�

◎給食サービス　　料金：無料�

　　65歳以上の一人暮らし老人を対象に、ボランティア団体の協力を受けて月１回の昼食（お弁当）の配達と年１回の会

　食を行い、安否の確認や孤独間の解消を図ります。�

◎愛の定期便事業　　料金：無料�

　　１人暮らしの高齢者宅を訪問して乳製品を配布し、安否の確認や健康の保持を図ります。�

◎緊急通報システム　　料金：無料�

　　一人暮らしの高齢者が災害や病気などの緊急時に迅速に対応できるように通報システムを設置します。�

◎福祉バスの運行　　料金：無料　※ただし、有料道路、駐車場の使用料、運転者の宿泊料は利用者の負担になります。�

　　老人クラブなど福祉関係グループが、研修・交歓会に参加するための活動を容易にし老人福祉の向上に役立てます。�

◎老人クラブ助成�

　　40の老人クラブに補助金を交付しその活動を活発にすることにより、いつまでも元気な生活を望みます。�

◎敬老祝金支給�

　　80歳以上の高齢者に対し敬老祝金を支給し、その長寿を祝福するとともに、多年にわたり社会の進展に寄与してきた

　ことに感謝します。�

◎心配ごと相談　　料金：無料�

　　毎週木曜日午後１時から３時まで中央公民館相談室において、地域や家庭・家族等の心配ごと相談に応じます。�

◎福祉相談　　料金：無料�

　　地域の民生委員が、問題を抱えている対象者の実態把握、相談助言にあたる一方で、関係行政機関に対する協力活動

　を行ないます。�

老人保健サービス　　　　�
◎健康教育・健康相談　　料金：無料�

　　生活習慣病の予防及び介護予防その他健康に関することについて、正しい知識の普及、適切な指導や支援を行ないま

　す。また心身の健康に関する個別の相談に応じ必要な指導および支援を行ないます。�

◎健康診査（個人負担があります）�

　　がん、心臓病、脳卒中等生活習慣病の予防対策の一環として集団検診を行ない、その結果に基づき指導を行ないます。�

　基本健康診査�

　　　脳卒中、心臓病など循環器系疾患の予防、早期発見のため集団検診を行ないます。�

　その他の検診�

　　　胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、前立腺がん検診、骨粗鬆症検診、歯周病検診

　　を行ないます。�

◎機能訓練　　料金：無料�

　　疾病、外傷、老化等により心身の機能が低下している者に対し、心身機能の維持回復に必要な訓練を行ないます。�
　　　注意　介護保険該当制度でそれに当てはまる場合は、介護保険を優先します。�

◎訪問指導　　料金：無料�

　　健康診査の要指導者等、介護予防支援が必要な高齢者や閉じこもり者及び介護家族を対象に、保健師、管　理栄養士

　等が直接家庭を訪問し指導助言を行ないます。�

�

■問い合わせ先　役場福祉課　内線１１４１�

■問い合わせ先　役場保健衛生課　TEL43-6655 内線１１４１�

八郷町の福祉サービス②
今月号は、福祉サービスの生活支援事業についての内容を紹介します。



　
こ
と
し
で
結
成
十
三
年
目
を
む
か
え

る
八
郷
サ
ッ
カ
ー
少
年
団（
八
郷
Ｆ
Ｃ
）

は
、
町
内
在
住
の
小
学
生
で
構
成
さ
れ

て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。
現
在

会
員
は
四
十
六
人
で
、
毎
週
土
曜
日
に

八
郷
町
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
、
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
、
学
年
別
大
会
な
ど
の
公
式
戦
で
対

外
試
合
を
し
、
県
南
予
選
を
勝
ち
抜
き

県
大
会
出
場
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
石
岡
市
周
辺
の
十
二
チ
ー
ム
で
組

織
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
も
あ
り
、

こ
の
試
合
に
は
誰
で
も
出
場
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
と
し
五
月
二
十
六
日
に
ひ
た
ち
な

か
市
で
行
わ
れ
た
第
二
十

六
回
全
日
本
少
年
茨
城
大

会
で
は
第
一
次
リ
ー
グ
戦

を
二
勝
一
敗
で
勝
ち
抜
き

ま
し
た
。
第
二
リ
ー
グ
で

は
ベ
ス
ト
16
か
ら
ベ
ス
ト

４
を
か
け
、
那
珂
湊
運
動

公
園
を
会
場
に
六
月
十
六

日
に
試
合
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。�

　
試
合
で
勝
っ
た
と
き
の

喜
び
や
満
足
も
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
同
少
年
団
で

は
、
サ
ッ
カ
ー
を
と
お
し

て
良
い
仲
間
を
つ
く
る
こ

と
を
第
一
の
目
標
と
し
て

い
ま
す
。�

●

●

●

●

●

●

●

●�

�

　

た
だ
今
団
員
募
集
中�

練
習
　
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
三
十
分

〜
四
時
三
十
分
（
冬
季
は
四
時
ま
で
）�

場
所
　
八
郷
町
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド�

会
費
　
月
千
円
（
障
害
保
険
料
込
）�

対
象
　
小
学
一
年
生
〜
六
年
生�

申
込
　
年
間
を
通
じ
て
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
直
接
運
動
公
園
へ
来
て
練

習
を
見
学
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
さ
れ

て
も
結
構
で
す
。�

連
絡
先
　�

天
池
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
ー
三
七
二
一�

千
田
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
ー
〇
七
六
八
　
　�

●

●

●

●

●

●

●

●�

⑼

夢に向かって�
　　　 はばたけ�

����

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、
地
中
海
沿
岸
を

原
産
と
す
る
シ
ソ
科
の
小
低
木
で
、

薬
用
と
し
て
、
通
風
、
リ
ュ
ー
マ
チ

や
神
経
衰
弱
、偏
頭
痛
に
用
い
ら
れ
、

多
く
は
香
料
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
古
く
か
ら
浴
湯
料

や
洗
濯
の
す
す
ぎ
に
使
わ
れ
、
属
名

も
ラ
テ
ン
語
の
洗
う
（lav

a
re

）
が

語
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

◆
株
の
選
び
方�

　
大
別
す
る
と
、
香
り
の
良
い
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
系
、
花
の
形
が
ユ
ニ
ー

ク
な
フ
レ
ン
チ（
ス
ト
エ
カ
ス
）
系
、

暑
さ
に
強
い
ラ
バ
ン
デ
ィ
ン
系
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
系

は
夏
越
し
が
難
し
い
た
め
、
露
地
で

育
て
る
場
合
は
系
統
の
も
の
を
お
勧

め
し
ま
す
。
株
を
選
ぶ
と
き
は
年
数

の
た
っ
た
大
株
よ
り
も
成
育
旺
盛
な

若
い
株
を
選
ん
だ
方
が
後
々
の
成
育

良
い
で
し
ょ
う
。�

◆
植
え
付
け
（
三
月
ま
た
は
九
月
下

旬
〜
十
月
上
旬
）�

　
日
当
た
り
、
風
通
し
が
良
く
、
何

よ
り
も
排
水
の
良
い
所
に
植
え
ま

す
。
腐
葉
土
と
パ
ー
ラ
イ
ト
を
多
め

に
入
れ
、
盛
り
土
を
し
た
上
に
植
え

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
鉢
植
え
の
場

合
、
赤
球
土
五
、
腐
葉
土
三
、
パ
ー

ラ
イ
ト
二
の
用
土
に
、
一
本
植
え
で

浅
め
に
植
え
ま
す
。�

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
石
灰
質
の
土
壌
に

自
生
す
る
た
め
、
酸
性
土
壌
を
嫌
い

ま
す
。
植
え
付
け
時
に
、
適
量
の
苦

度
石
灰
と
元
肥
を
施
し
て
お
く
と
良

い
で
し
ょ
う
。�

◆
夏
越
し
の
ポ
イ
ン
ト
・
そ
の
他�

　
冷
涼
で
雨
の
少
な
い
地
中
海
沿
岸

原
産
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、
高
温
多
湿

の
日
本
の
夏
が
苦
手
で
す
。
特
に
梅

雨
時
は
株
が
む
れ
や
す
く
、
少
し
で

も
風
通
し
を
良
く
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。�

　
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
、
収
穫

を
兼
ね
て
製
枝
を
し
ま
す
。
一
本
の

花
穂
の
中
で
花
が
四
〜
五
輪
咲
い
た

ら
、
葉
を
二
組
（
四
枚
）
付
け
て
切

り
ま
す
。
込
み
合
っ
た
枝
や
枯
枝
な

ど
も
切
り
つ
め
、
こ
ん
も
り
と
丸
形

に
仕
上
げ
ま
す
。�

　
梅
雨
に
入
っ
た
ら
、
鉢
植
え
の
も

の
は
明
る
い
軒
下
に
取
り
込
み
、
露

地
植
え
の
も
の
は
雨
の
は
ね
返
り
を

防
ぐ
た
め
、
腐
葉
土
な
ど
で
マ
ル
チ

ン
グ
を
し
ま
す
。�

　
施
肥
は
ご
く
少
な
く
、
春
と
秋
の

二
回
緩
効
性
化
成
肥
料
を
与
え
ま

す
。
成
株
で
、
一
回
大
さ
じ
一
杯
が

目
安
に
な
り
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
園
芸
課
　
斉
藤
益
実�

花と緑の楽園�

茨城県�

地
中
海
の
青

ラ
ベ
ン
ダ
ー�

八郷町サッカー少年団のメンバーのみなさん�

八郷町サッカー少年団�
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現
在
、町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
そ

れ
ぞ
れ
家
庭
教
育
学
級
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。
開
級
式
以
前
に
各
学
校
ご
と
保

護
者
に
「
家
庭
教
育
に
関
す
る
意
識
調

査
」を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
を
例

示
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 �

�

Ⅰ
家
庭
の
教
育
力
の
現
状
は
？�

　
　
　
　
　
　
　
（
Ａ
小
学
校
の
例
）

設
問
　
家
庭
の
教
育
力
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。�

�����������������

「
１
低
下
し
て
い
る
と
思
う
」
の
認
識

は
、
八
郷
町
の
Ａ
小
学
校
で
は
平
均
が

約
八
〇
％
を
示
し
、
全
国
平
均
の
約
六

〇
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
急
激
な
社
会
変
化
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
の
親
が
危
機
感
を
抱
い
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
し
ょ
う
。�

�

Ⅱ
家
庭
の
教
育
力
低
下
の
原
因
？ �

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
小
学
校
の
例
）�

設
問
　
家
庭
教
育
の
低
下
し
た
原
因
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
。�

����������������������

　
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
八
郷

町
Ｂ
小
学
校
と
全
国
と
の
違
い
が
明
瞭

に
で
て
い
ま
す
。 �

　
八
郷
町
に
お
け
る
原
因
の
第
一
位

「
５
生
活
経
験
に
乏
し
い
」
は
、
幼
少

の
頃
か
ら
「
体
験
を
通
し
た
し
つ
け
」

の
あ
り
か
た
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。 �

　
同
じ
く
第
二
位
の
「
３
心
の
発
達
阻

害
」
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
親
子
の

対
話
を
密
に
し
、
氾
濫
す
る
情
報
の
判

断
処
理
能
力
（
選
択
能
力
）
を
育
成
す

る
こ
と
が
急
務
で
す
。�

　
第
三
位
の
「
２
金
銭
で
解
決
」
は
、

金
力
万
能
主
義
を
指
し
、
今
日
の
社
会

風
潮
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
な
ど
の
家
庭
内
共
通

の
話
題
で
、「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
」
を

大
切
に
し
な
が
ら
家
庭
内
に
お
け
る
人

間
関
係
の
再
構
築
を
図
り
、
問
題
解
決

を
め
ざ
す
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
（
七
月
号
へ
つ
づ
く
）�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
　
　
社
会
教
育
指
導
員
　
佐
藤
信
夫�

教
育
は

今
　
③�

�

″�″�

危
機
感
80
％
！
家
庭
の
教
育
力
低
下�

�

１  低下している�

２  低下していな�

３  分からない �

４  そ の 他�

真剣な態度で「家庭教育学級の開級式」に参加�

する保護者（６月４日（火）東成井小学校にて）�

�

21
世
紀
の
国
民
健
康
づ
く
り�

運
動�

　「
健
康
日
本
 21 
」
は
、
明
る
い
高
齢
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
み
な
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
を
社
会
全
体
で
支
援
し
実
現
し
て
い
く
た
め
に
誕
生
し
た
21
世
紀

の
新
し
い
健
康
づ
く
り
運
動
で
す
。
「
健
康
日
本
21
」
で
は
、
九
つ
の
分
野
で

実
践
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
達
成
目
標
が
例
え
ば
　
が
ん
検
診
受
診
者
を
五

割
以
上
の
増
加
　
と
い
っ
た
具
合
に
数
値
で
示
さ
れ
ま
す
。
国
全
体
と
し
て
の

数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
地
方
自
治
体
は
も
と
よ
り
、
健
康
関
連
団
体

や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
健
康
的
な
環
境
づ
く
り
を
整
備
し
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。�

世代別生活習慣改善法�
�20～30代の方�

�

40代の方� 50代以上の方�

�いまの生活を続けていると�

　仕事や家事に忙しく、ス

トレスから病気になる人も

多くなります。「このくらい

は大丈夫」と生活習慣を見

直さないと、しわ寄せは40

代になってあらわれます。�

いまのうちに�

・定期的な運動習慣の定着 �

　を�

・過食、やけ食いのクセを

　なくす�

・せかせかした生活を改め

　る�

・年に1度は健康診断を受

　ける�

いまの生活を続けていると�

　自分が無理をしているこ

とが分かっていても、生活

が変えられずにいる40代。

しかし、その生活を続けて

いると生活習慣病や更年期

障害で苦しむことに。�

いまのうちに�

・運動と仕事で正しい減量

　を�

・熱中できる趣味を持つ�

・自分のための時間を持つ�

・再検査や治療は必ず受け

　る�

いまの生活を続けていると�

　運動不足の人は体力も抵

抗力も落ちやすくなります。

甘いものや、脂っこいものを

好むようなら高血圧、糖尿

病、動脈硬化を招くことにな

ります。女性の場合は、閉経

に伴う女性ホルモンの低下

が心身に影響をあたえます。�

いまのうちに�

・無理のない運動を始める�

・相談できる相手をもつ�

・趣味や生き甲斐をみつけ

　る�

・新しい食材にもチャレン

　ジ�

今日から�

健康日本�
はじめ

る�

� 21

「
健
康
日
本

「
健
康
日
本
21
」�

「
健
康
日
本

「
健
康
日
本
21
」�

「
健
康
日
本

「
健
康
日
本
21
」�

１　価値観の多様化による�
　　親の自信喪失 �

２　子供の要求を金銭で解�
　　決する風潮�

３　劣悪な情報過多による�
　　心の発達阻害 �

４　入試の激化と学業成績�
　　向上に力点  �

５　家事手伝いなど生活経�
　　験に乏しい �
�

八郷町 �

全　国�

�

八郷町 �

全　国�

�

3.8

78.5

63

10.1

19.7

8.6

14.5

2.8

2.8

8.3

19.2

17.7

23.1

11.0

15.4
25.9

28.8

18.7

０� ５� 10 15 20 25 30 35

家庭の教育力低下の原因�

家庭の教育の現状認識 

（％）�

０� 10 20 30 40 50 60 70 80 90（％）�

⑽

家
庭
教
育
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
そ
の
１
〜�

��

��

記事提供：茨城県国民健康保険団体連合会�
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平
成
13
年
12
月
１
日
生
ま
れ�

父
　
康
夫
さ
ん
　
母
　
由
美
子
さ
ん�

　
家
族
か
ら
の
一
言�

　
わ
が
家
に
二
人
目
の
ア
イ
ド
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。
最
近
は
目
と
目
を
合
わ

せ
て
、お
話
し
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
最

高
の
笑
顔
も
振
り
ま
い
て
く
れ
ま
す
。

暖
か
い
日
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
日
な
た

ぼ
っ
こ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
成
長
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。�

瓦  

谷�

  

川 

井
　 

新
ち
ゃ
ん�

�

八
郷
の
歴
史�

（15）�

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル�

食生活改善推進員　飯田恵美子（小屋）

（ヘルスメイト）

●ベーコン  6枚　●グリーンアスパラガス　2束

●シメジ　2パック　●タマネギ　1/2個�

●牛乳　3カップ   ●固形スープの素　1/2個�

●塩・バター・小麦粉・コショウ　適宜�

【作り方】�

①ベーコンは長さ2～3等分に切る。（４cmぐ

らい）②アスパラガスは固い根元を落として皮

をむき、4cmの長さに切り、塩を少々入れた熱

湯でゆで、水気を切る。③シメジはいしづきを

落として小房に分け、タマネギはみじん切りに

する。④鍋にバター大さじ3を中火で溶かし、

タマネギ、ベーコン、シメジの順に加えていた

め、しんなりしたら小麦粉大さじ3をふって焦

がさないようにいためる。⑤牛乳、固形スープ

の素、塩小さじ1、コショウ少々を加え、混ぜ

ながらとろみがつくまで煮る。②を入れてひと

煮し、器に盛ってできあがり。�

あ
ら
た�

���
　
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
、
水
戸
藩
の
尊

王
攘
夷
派
の
な
か
で
「
激
派
」
に
属
し
て
い
た
人

々
が
「
攘
夷
実
行
」
を
旗
印
に
筑
波
山
に
挙
兵
し

ま
し
た
。
天
狗
騒
動
な
ど
と
呼
ば
れ
、
世
に
様
々

な
影
響
を
与
え
る
事
件
の
始
ま
り
で
す
。�

　
筑
波
挙
兵
隊
は
や
が
て
太
平
山
に
拠
点
を
移

し
、
全
国
か
ら
多
く
の
同
志
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
暴
挙
と
す
る
幕
府
・
諸
藩
・
水
戸
藩
保
守

派
の
連
合
軍
と
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
天
狗
た
ち
は
そ
の
後
ふ
た
た
び
筑

波
山
を
拠
点
と
し
、
連
合
軍
に
加
わ
っ
た
水
戸
藩

の
反
対
派
勢
力
に
対
抗
し
激
戦
を
展
開
し
ま
す
。

天
狗
た
ち
が
こ
の
時
各
地
で
行
っ
た
強
制
的
な
軍

資
金
調
達
、
村
々
の
焼
打
ち
な
ど
が
広
く
伝
え
ら

れ
、
乱
暴
狼
藉
を
働
く
集
団
と
の
噂
は
急
速
に
広�

���

ま
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。�

　
八
郷
地
方
も
こ
の
混
乱
に
影
響
さ
れ
ま
し

た
。
筑
波
か
ら
八
郷
を
抜
け
る
瀬
戸
井
街
道
は

水
戸
へ
の
最
短
路
で
あ
り
、
挙
兵
隊
が
通
過
す

る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
天
狗
た

ち
と
関
係
の
深
い
石
岡
藩
の
存
在
、
軍
勢
の
通

過
す
る
水
戸
街
道
な
ど
人
々
の
心
配
の
種
で
も

あ
り
ま
し
た
。
幕
府
は
村
々
に
自
衛
団
の
結
成

を
呼
び
か
け
、
い
く
つ
か
の
自
衛
団
の
存
在
が

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
実
態
が
解
明
さ

れ
た
の
は
水
戸
近
在
の
鯉
淵
勢
や
河
和
田
勢
な

ど
限
ら
れ
た
勢
力
の
み
で
あ
り
ま
す
。
後
世
の

記
録
に
し
ば
し
ば
自
衛
団
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

「
柿
岡
五
拾
三
ヵ
村
」
の
自
衛
団
に
つ
い
て
は

染
谷
村
（
現
石
岡
市
）
へ
の
出
兵
の
み
で
、
農

民
一
揆
と
す
る
記
録
が
あ
る
ほ
ど
で
、
そ
の
詳

し
い
実
態
は
不
明
で
あ
り
ま
し
た
。�

　
今
回
は
調
査
で
発
見
さ
れ
た
記
録
か
ら
、
そ

の
実
態
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
つ
か
み
取
れ
そ
う

な
記
録（
根
小
屋
　
館
家
史
料
）
を
紹
介
し
、
八

郷
地
方
の
自
衛
団
の
実
態
に
迫
っ
て
み
ま
す
。�

　
史
料
は
同
年
十
月
に
根
小
屋
村
名
主
の
館
清

右
衛
門
が
根
小
屋
・
青
柳
・
金
指
三
ヶ
村
の
村

役
人
総
代
と
し
て
、
支
配
旗
本
へ
難
渋
の
有
様

を
訴
え
た
嘆
願
書
で
、
内
容
は
風
水
害
の
被
害

と
共
に
伝
え
た
村
々
の
実
情
で
す
。�

　
『
私
共
組
合
は
五
拾
三
ヵ
村
、
石
高
は
凡
高

二
万
九
千
石
余
で
あ
る
。
春
よ
り
水
府
の
浪
人

千
人
余
が
筑
波
山
へ
屯
集
、
私
共
在
所
一
円
は

浪
人
か
ら
金
銀
米
銭
か
ら
武
器
類
ま
で
奪
い
取

ら
れ
た
。
下
妻
合
戦
の
あ
と
筑
波
か
ら
引
上
げ

の
時
に
は
、
水
戸
街
道
沿
い
の
村
々
は
人
馬
継

立
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
農
業
は
行
き
届
か
ず

難
渋
で
あ
る
が
命
に
背
け
ば
放
火
、
天
誅
と
言

わ
れ
恐
怖
で
し
た
。
山
を
引
き
払
っ
た
七
月
二

十
七
日
の
時
に
は
人
数
が
多
く
手
が
出
せ
な
か

っ
た
。
残
念
至
極
で
あ
る
か
ら
八
月
上
旬
に
五

拾
三
ヶ
村
一
同
申
し
合
い
、
組
合
村
の
所
々
へ

見
張
り
場
を
立
て
、
十
五
才
よ
り
五
十
余
才
ま

で
銘
々
竹
槍
、
得
物
、
目
印
を
用
意
し
昼
夜
と

も
三
十
日
余
り
防
御
に
心
掛
け
た
。』�

　
こ
れ
が
成
立
の
由
来
で
、
そ
の
後
は
真
家
村

や
柿
岡
村
で
の
浪
人
打
ち
取
り
、
染
谷
村
で
の

生
捕
り
な
ど
の
活
躍
。
怒
っ
た
浪
人
た
ち
の
反

撃
で
難
を
逃
れ
た
実
態
。
染
谷
村
の
焼
打
ち
水

戸
街
道
で
の
合
戦
へ
の
参
加
か
ら
出
兵
諸
藩
の

手
助
け
に
明
け
暮
れ
と
続
き
、
難
渋
の
実
態
を

述
べ
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
関
係
記
録
を
探
し

全
体
像
を
解
明
す
る
の
が
編
さ
ん
の
課
題
で

す
。�

　
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
・
近
世
　
宮
澤
正
純�

天
狗
勢
と
八
郷
地
方�

わ
た
し
の
手
料
理�

ベ
ー
コ
ン
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス�

の
ク
リ
ー
ム
煮�

�
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ミ
収
集
の
時
、
決
ま
っ
た
曜
日
、
時

　
　
　
間
に
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
方
や
、
決
め

ら
れ
た
袋
に
入
れ
ず
に
ス
ー
パ
ー
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
出
し
て
い
る
方
が
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
暑
く
な
る
の
で
ゴ
ミ
収
集
場
は

特
に
清
潔
に
し
た
い
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん

も
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
気
を
使
え
ば
、
い
つ
も

き
れ
い
な
町
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
匿
名�

　
　
そ
の
通
り
で
す
ね
。
自
分
の
都
合
ば
か

り
で
な
く
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係�

　
　
　
近
、
ノ
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
な
し
の
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
若
者

を
見
か
け
ま
す
。
か
な
り
ス
ピ
ー
ド
も
出
し

て
い
る
し
、
危
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
注

意
で
き
ま
せ
ん
。
何
か
良
い
方
法
が
な
い
も

の
か
と
思
い
ま
す
。
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
」
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
岡
　
小
原
初
美�

　
　
命
と
は
尊
い
も
の
で
す
。
無
駄
な
命
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
広
報
係�

　
　
　
先
日
、
自
転
車
で
買
い
物
に
出
か
け

　
　
　
た
と
き
の
こ
と
。
道
路
を
渡
ろ
う
と

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
車
の
往
来
が
激
し
く
な

か
な
か
渡
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
す
る
と
一
台

の
車
が
突
然
止
ま
り
、
私
に
渡
る
よ
う
手
で

合
図
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
ほ
っ
と
し

て
頭
を
何
度
も
下
げ
て
渡
り
ま
し
た
。
一
分

で
も
早
く
走
り
た
い
車
を
止
め
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
帰
り
道
で
は
、
ぴ
か
ぴ
か
の
自

転
車
に
乗
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
中
学
生
三
人

に
会
い
ま
し
た
。
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
で

し
た
が
、
私
の
顔
を
見
る
と
元
気
な
声
で

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
も
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
笑
顔
で
返

し
ま
し
た
。
心
が
温
ま
っ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
　
平
　
の
ぶ
子

　
　
　
年
は
、
庭
に
ボ
タ
ン
の
花
が
咲
き
ま

　
　
　
し
た
。
赤
と
ピ
ン
ク
の
二
種
類
で
す
。

思
え
ば
去
年
、
母
と
夫
、
私
の
三
人
で
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
の
ボ
タ
ン
ま
つ
り
に
行
っ
た
と

き
に
買
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
道
を
通
る
人

達
に
「
き
れ
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
た
び

に
喜
ん
で
い
ま
す
。
来
年
も
咲
か
せ
て
通
る

人
達
を
喜
ば
せ
た
い
で
す
。�

　
　
相
手
を
喜
ば
せ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
は

持
ち
つ
づ
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
広
報
係�

わ
た
し
も
一
言�

　
評
　
　
玄
潮
会
理
事
　
　
森
　
浩
亭�

習
字
コ
ー
ナ
ー�

清
ら
か
な
線
で
美
し
い
作
品
で
す
。�

　
丁
寧
な
気
持
ち
が
溢
れ
て
い
る
作
品

で
す
。�

柿
岡
小
五
年
　
川
井
み
ず
き�

柿
岡
中
一
年
　
大
久
保
沙
織�

♣

♣

♣

下林　氏家　覓
Ｐ．Ｎ　いおり

Ｐ．Ｎ　いつか
Ｐ．Ｎ　ＳＫＹ.

吉生　菊地紘美

最� ゴ�

先�

今�
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やさと文芸�

�

や

さ

と

�

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選  �
�������

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選  �
����

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  �
�

広報ク
イズ  

171

　
昭
和
五
十
五
年
当
時
の
東
つ
く
ば
キ�

ャ
ン
プ
場
。現
在
は
取
り
壊
さ
れ
て
、姿�

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
多
く
の
利
用�

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
後
方�

に
写
っ
て
い
る
の
が
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
す
。�

巡
り
来
る
季
節
俄
か
に
早
ま
り
て
百
花
繚
乱
駈
け
足
に
過
ぐ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子�

朝
日
小
の
庭
の
見
事
な
藤
の
花
び
っ
し
り
咲
い
て
花
房
揺
れ
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　
　
萩
　
原
　
照
　
子�

ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
揺
ら
し
さ
っ
そ
う
と
登
校
の
男
孫
頼
も
し
き
か
な�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
弘
　
子�

��

参
道
に
花
び
ら
濡
れ
て
散
り
敷
け
る
　
　
　
山
　
崎
　
　
久
保
田
　
綾
　
子�

人
住
ま
ぬ
寺
に
す
く
す
く
今
年
竹
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
川
　
井
　
ト
　
キ�

降
り
続
く
雨
に
水
嵩
増
せ
る
滝
　
　
　
　
　
吉
　
生
　
　
土
　
佐
　
汀
　
風�

��

花
も
実
も
よ
し
見
上
げ
る
梅
は
老
若
好
み
の
味
と
色�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
林
　
　
小
松
崎
　
　
　
栄�

マ
マ
の
乳
房
を
両
手
で
つ
ま
み
触
れ
て
安
堵
の
夢
の
中�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
額
　
賀
　
力
　
江�

耐
え
て
通
し
た
健
気
な
妻
と
残
る
余
生
の
小
縁
側�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
菊
　
地
　
と
し
子�

り
ょ
う
ら
ん�

に
は�

ぬ�

み
ず
か
さ�

Ｐ.Ｎ　さくらめんと
Ｐ．Ｎ　テレビ・ジョン 月　岡　萩原志づ３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。　�

�

①平成14年度区長全員協議会が開催

されたのは何月何日？�

Ａ－５月７日　Ｂ－５月10日　�

Ｃ－５月17日�

②区長全員協議会で感謝状を受けた

退職区長は何人？�

Ａ－22人　Ｂ－25人　Ｃ－26人�

③合併を想定した調査・研究（ケー

ススタディ事業）を行った市町村数

は八郷町も含めていくつですか？�

Ａ－４市町村　Ｂ－６市町村　�

Ｃ－８市町村�

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ171と書き、�

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏名、

年齢、世帯主と「私もひとこと」へ

のご意見や広報の感想などを書いて

送ってください。イラストやマンガ

も大歓迎。�

☆締切日　平成14年７月22日�

　　　　　（当日消印有効）�

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡

　　5680-1八郷町役場秘書広聴課�

☆当選者の発表　本紙８月号�

［広報クイズ169 の当選者の発表］�

　正解は①－Ａ、②－Ｂ、③－Ａで

した。応募総数42通、正解33通の

中から次の10人が当選しました。�

氏家覓（下林）小原初美（柿岡）加

藤隆一（片野）菊地紘美（吉生）木

村和子（川又）駒場香央里（吉生）

柘植幸恵（小見）柘植宏美（小見）

富田静（下青柳）比気愛美（小塙）

　　　　　　　　　　　［敬称略］�

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
リ
ー
グ
大
会

が
、
運
動
公
園
を
会
場
に
、
五
月
十
一

日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

野
球
の
部
▽
優
勝
　
東
成
井
ス
ポ
少
▽

準
優
勝
　
瓦
会
ス
ポ
少
▽
三
位
　
園
部

ス
ポ
少
　�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
▽
優
勝
つ
く
ば
ね

ス
ポ
少
▽
準
優
勝
　
葦
穂
ス
ポ
少
▽
三

位
　
小
幡
ス
ポ
少
・
林
ス
ポ
少�

　
な
お
、
野
球
の
部
で
優
勝
し
た
東
成

井
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
八
月
十
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ

ー
ツ
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。�

���������

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
五
月
号
七
ペ
ー

ジ
の
八
郷
町
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
家

族
介
護
支
援
の
在
宅
介
護
慰
労
金
の
支

給
で
要
介
護
４
以
上
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
な
い
介
護
者
五
万
円
と
、
要
介

護
３
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
方

の
非
課
税
世
帯
の
介
護
者
三
万
円
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
や
家
族
介
護

支
援
特
別
事
業
の
創
設
に
よ
り
、
平
成

十
四
年
度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

訂
正
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。�

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と�

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の�

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い�

�（
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
）

��

�

理
容
競
技
大
会
で
大
増
の
櫻
井
さ
ん
が
優
勝�

個
性
豊
か
な
作
品
が
完
成�

　
五
月
二
十
一
日
に
土
浦
市
の
霞
ヶ
浦
文
化
体

育
館
で
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回
茨
城
県
理
容
競

技
大
会
で
、
大
増
の
櫻
井
由
美
さ
ん
（
　
）
が

第
九
部
門
の
ロ
ッ
ト
・
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
部

で
優
勝
し
ま
し
た
。
ロ
ッ
ト
・
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
部
は
、
三
十
分
以
内
に
か
つ
ら
を
ロ
ッ
ト

で
き
れ
い
に
巻
く
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、

五
十
七
人
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。�

　
優
勝
し
た
櫻
井
さ
ん
は
石
岡
市
の
茨
城
理
容

美
容
専
門
学
校
に
通
う
二
年
生
。
「
大
会
の
朝

は
三
時
に
起
き
て
練
習
し
ま
し
た
が
、
思
う
よ

う
に
仕
上
が
ら
ず
、
正
直
あ
せ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
不
思
議
と
力
が
抜
け
て
、
こ
れ
ま
で

の
練
習
以
上
の
結
果
が
出
て
自
分
で
も
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

七
月
八
日
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
向
け
て
練

習
に
も
力
が
入
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
八
郷
町
こ
ど
も
陶
芸
講
座
が
五
月
四
日
と
十

一
日
、
六
月
一
日
の
三
回
に
わ
た
り
中
央
公
民

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
講
座
は
笠
間

市
の
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で
行
わ
れ
る
全
国
こ

ど
も
陶
芸
展
に
向
け
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
町

内
の
小
学
生
二
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
同
陶
芸
展
は
八
月
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
行

わ
れ
る
予
定
で
、
審
査
に
通
っ
た
作
品
の
み
展

示
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
個
性
豊
か
な
作
品

が
並
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
ど
、
町
の
保
存
樹
と
し
て
二
十
九
本

の
巨
樹
が
認
定
さ
れ
、
や
さ
と
巨
樹
の
会
（
小

林
文
男
会
長
）
会
員
に
よ
り
説
明
板
が
そ
れ
ぞ

れ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
看
板
に
は
樹
の
歴
史
的

背
景
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
八
郷
町
に
は
現
在
、
巨
樹
め
ぐ
り
の
モ
デ
ル

コ
ー
ス
が
四
つ
あ
り
、
希
望
者
に
は
同
会
員
に

よ
る
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。
小
林
会
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
町
お
こ
し
の
一
助
と
な
る
よ
う
積
極

的
な
活
動
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

認
定
保
存
樹
の
説
明
板
を
設
置�

ス
ポ
少
春
季
リ
ー
グ
大
会�

�

二
三�



⒂

心
と
心
が
通
い
合
う
場
所
へ�

　
大
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
五
月
十
九
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

地
元
集
落
の
み
な
さ
ん
や
招
待
者
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。�

　
平
成
十
一
年
度
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
県
や
町
か
ら
の
補
助
金
と

地
元
負
担
金
に
よ
り
三
年
の
月
日
を
費
や
し
て

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
敷
地
面
積
が
二
千
二
十
四

平
方
　
、
構
造
は
木
造
瓦
葺
平
屋
で
、
多
目
的

ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
和
室
と
調
理
実
習
室
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

���

　
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
五
日

間
、
八
郷
町
美
術
展
が
中
央
公
民
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
た
美
術
展
も
出
品
者

が
百
七
十
三
人
、
出
品
点
数
が
二
百
六
十
点
あ

り
、
参
加
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
出
品
者
の
最
高
年
齢
は
九
十
三
歳
で
、

美
術
展
が
幅
広
い
年
齢
層
に
指
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。�

　
美
術
展
実
行
委
員
会
の
大
枝
恒
雄
委
員
長

は
「
美
術
展
が
美
術
を
愛
す
る
町
民
の
み
な
さ�

���

ん
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、
「
こ
の
積
み
重
ね
が
心
の

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
た

ら
」
と
期
待
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
美
術
展
最
終
日
の
二
十
七
日
、
文
化

協
会
に
絵
画
ク
ラ
ブ
（
大
枝
恒
雄
会
長
）
が
三

十
一
人
の
会
員
で
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。
同

ク
ラ
ブ
は
美
術
展
出
品
者
の
中
か
ら
の
賛
同
を

得
て
設
立
。
洋
画
を
中
心
に
活
動
を
始
め
ま

す
。
美
術
展
か
ら
新
し
い
息
吹
が
生
ま
れ
た
よ

う
で
す
。�

　
日
本
の
六
月
と
い
え
ば
じ
め
じ
め
し

た
梅
雨
、
う
っ
と
う
し
い
季
節
の
到
来

で
す
。
し
か
し
今
年
の
六
月
は
、
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
が
日
本
・
韓
国
共
催
で
開
催

さ
れ
、
世
界
中
か
ら
三
十
二
の
代
表
国

が
参
加
し
、
連
日
各
競
技
場
で
白
熱
し

た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
は
予
選
リ
ー
グ
で
ベ
ル
ギ
ー

と
引
き
分
け
、
ロ
シ
ア
戦
で
は
史
上
初

の
勝
利
を
収
め
る
な
ど
大
活
躍
。
日
本

中
が
こ
の
活
躍
に
熱
狂
し
、
梅
雨
空
を

吹
き
飛
ば
す
勢
い
で
す
。
こ
の
勢
い
で

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
（
渡
）
▽
今
年
、

八
郷
町
美
術
展
か
ら
絵
画
ク
ラ
ブ
が
誕

生
し
ま
し
た
。
同
展
も
六
回
目
を
迎
え
、

新
た
な
動
き
が
見
え
始
め
た
よ
う
で
す
。

絵
画
ク
ラ
ブ
で
は
美
術
展
の
鑑
賞
会
や

写
生
会
な
ど
を
行
い
な
が
ら
仲
間
同
士

の
交
流
を
深
め
、
趣
味
を
大
き
く
育
て

て
い
き
ま
す
。
大
枝
恒
雄
会
長
は
「
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
す
る
に
は
家
族
の

理
解
と
支
え
が
必
要
。
家
庭
が
円
満
だ

と
、
良
い
作
品
が
自
然
と
生
ま
れ
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
や
ろ
う
と
す
る
意
思
や

熱
意
が
周
り
を
納
得
さ
せ
、
や
が
て
は

強
い
味
方
に
な
る･･･

そ
の
た
め
に
は
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切
な
ん

で
す
ね
。
（
且
）
　
　
　
　� 編

集
室�

町
の
芸
術
文
化
の
発
展
を
願
っ
て�

���

　
県
立
八
郷
高
校
で
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時

間
を
利
用
し
て
、
三
年
生
の
生
徒
た
ち
に
一
般

教
養
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

華
道
と
茶
道
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。�

　
五
月
十
四
日
に
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
体
験
し
、
完
成
し
た
作
品
は
柿
岡
商
店
街�

���

を
中
心
と
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
に
飾

ら
れ
、見
る
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
生
徒
の
大
吉
の
ぞ
み
さ
ん
は
「
作
っ
て
い
く

う
ち
に
形
に
な
っ
て
、
変
化
し
て
い
く
の
が
楽

し
か
っ
た
。
思
っ
た
よ
り
簡
単
な
の
で
こ
れ
か

ら
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

八
郷
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
体
験�

メ
ー�

ト
ル�
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国
民
年
金
の
し
く
み�

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に
基
礎

年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。�

　
自
営
業
や
自
由
業
の
人
や
学
生
、
会

社
員
や
公
務
員
も
、
す
べ
て
の
人
が
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。�

　
老
後
の
生
活
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
、
夫
に
先
立
た
れ

た
と
き
な
ど
、
老
齢
、
障
害
、
遺
族
等

の
基
礎
年
金
を
支
給
し
、
経
済
的
な
支

え
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
国
民
年
金
は
、
み
ん
な
が
お
互
い
に

協
力
し
て
、
将
来
を
支
え
合
う
制
度
で

す
。�

国
民
年
金
の
保
険
料�

●
第
１
号
被
保
険
者�

　
月
額
一
万
三
千
三
百
円
（
平
成
十
四

年
度
）�

●
第
２
号
被
保
険
者�

　
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
の
保
険

料
、
掛
金
は
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。�

●
第
３
号
被
保
険
者�

　
配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度

が
負
担
し
ま
す
の
で
、
自
分
で
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
学
生
納
付

特
例�

　
経
済
的
な
理
由
で
、
ど
う
し
て
も
保�

�

����

険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の

ま
ま
、
未
納
に
し
て
お
か
ず
に
、
免
除

の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

免
除
期
間
は
、
全
額
の
場
合
三
分
の
一
、

半
額
の
場
合
三
分
の
二
で
年
金
額
が
計

算
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
余
裕
が

で
き
た
と
き
は
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

て
（「
追
納
」
と
い
い
ま
す
）
満
額
の

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。�

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
免
除
の
代
わ

り
に
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け

ら
れ
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
と

き
、
申
請
を
す
れ
ば
保
険
料
の
納
付
を

要
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
学
生
納
付
特
例
は
免
除
と
違
い
、

受
給
資
格
期
間
に
な
り
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

学
生
納
付
特
例
期
間
は
過
去
十
年
間
ま

で
追
納
で
き
ま
す
の
で
、
就
職
し
て
か

ら
で
も
十
分
間
に
合
い
ま
す
。
必
ず
追

納
し
ま
し
ょ
う
。�

国
民
年
金
の
加
入
者
は
３
種
類�

●
第
１
号
被
保
険
者�

　
自
営
業
・
自
由
業
に
従
事
し
て
い
る

方
、
学
生�

●
第
２
号
被
保
険
者�

　
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方�

　
　
　
　
　
　�

����������������������
●
第
３
号
被
保
険
者�

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
で
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
方�

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
届
く
納
付
書
で
納
め
ま
す
が
、
毎

月
面
倒
だ
、
忙
し
く
て
納
め
に
行
け
な

い
と
い
う
方
は
、
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。�

　�

�

国
民
年
金
　
Ｑ  

＆  

Ａ�
�

◎
年
金
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
け  

ど�

　
　
　
　
今
年
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を

　
　
　
　
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
年
金
に
も
税
金
が
か
か
る
の
で
し

ょ
う
か
。�

�

　
　
　
　
Ａ
年
金
の
う
ち
老
齢
や
退
職�

　
　
　
　
の
た
め
に
も
ら
う
年
金
は
、

所
得
税
法
上
、
雑
所
得
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
課
税
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け

を
受
け
て
い
て
、
他
に
所
得
が
な
い
人

な
ら
、
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
も
し

も
、
老
齢
基
礎
年
金
の
他
に
年
金
を
受

け
て
い
た
り
、
会
社
か
ら
給
料
を
受
け

て
い
る
な
ど
の
収
入
が
あ
る
場
合
に
は

確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
合
計

し
た
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
と
き

は
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

◎
万
が
一
の
と
き
は�

　
　
　
　
私
は
二
十
一
歳
の
大
学
生
で

　
　
　
　
今
年
の
夏
、
バ
イ
ク
に
乗
っ

て
い
て
転
倒
し
、
歩
行
困
難
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
国
民
年
金
は
二
十
歳

か
ら
納
付
し
て
い
ま
す
が
、
障
害
基
礎

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
。�

�

　
　
　
　
あ
な
た
の
場
合
、
二
十
歳
か

　
　
　
　
ら
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
障
害
認
定
日
に�

�

１
級
、
ま
た
は
２
級
の
障
害
の
状
態
に

該
当
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

◎
六
十
歳
に
な
っ
た
の
で�

　
　
　
　
六
十
歳
に
な
っ
た
の
で
、
年

　
　
　
　
金
を
受
け
た
い
と
思
い
、
年

金
係
に
相
談
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
保
険

料
未
納
期
間
が
多
い
の
で
年
金
は
受
け

ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
な
に
か

よ
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。�

�

　
　
　
　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

　
　
　
　
め
に
は
最
低
で
も
二
十
五
年

の
資
格
期
間
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
の

場
合
は
そ
れ
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
不

足
期
間
が
五
年
以
内
な
ら
、
六
十
歳
か

ら
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
れ
ば

老
齢
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
法
律
改
正
で
加
入
期
間
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
な
い
人
に
つ
い
て
、
七
十
歳
に
達

す
る
ま
で
任
意
加
入
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

　
任
意
加
入
で
き
る
の
は
、
昭
和
三
十

年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
の
み

が
対
象
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
ま
で
の
加
入
と
な
っ

て
い
ま
す
。
四
十
歳
前
後
の
人
は
、
手

遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
自
分
の
保
険
料

納
付
期
間
な
ど
を
確
認
し
て
み
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。�

ま
か
せ
て
安
心 

国
民
年
金�

⒃

Ａ�Ａ� Ｑ�

Ａ� Ｑ�
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